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ECHONET Lite機器の出荷が、１億２千万台を突破！
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スマートメータ

エアコン

スマートメータやエアコンがほぼ全世帯に入っています。



ECHONET Liteの国際標準化が進んでいます。

① ECHONET Lite AIF 仕様の国際標準化推進（ISO/IEC JTC1 SC25 WG1）
－経産省 産業技術環境局国際電気標準課の補助事業を受託。神奈川工科大学と連携し推進
－「電気自動車充放電器／電気自動車充電器・HEMS コントローラ間AIF仕様」を次期提案とするための準備

② ECHONET Liteの機器オブジェクト詳細規定の国際標準改定提案の推進（IEC TC100）
－IEC62394（機器オブジェクト詳細規定）Ed5.0（ReleaseQベース）への改訂。2024年度中のIS化目標

ECHONETLite プロトコルスタック

「ECHONET機器オブジェクト詳細規定」
（コマンド）

IEC62394

「アプリケーション通信インタフェース仕様書」
（機器固有の動作仕様）

「ECHONET Lite規格書」
（プロトコル、通信手順）

ISO/IEC14543-4-3

ISO/IEC14543-4-3XX

②規格のメンテナンス
Ed1.0 IS化（2015.9）
Ed3.0 (Release Gベース) IS化（2017.4）
Ed4.0 (Release Mベース) IS化（2022.7）
Ed5.0 (Release Qベース) (提案中)

①AIF仕様の国際標準化活動
・家庭用エアコン(ISO/IEC14543-4-301)：v1.01ベース

IS化（2020.6）
・蓄電池(ISO/IEC14543-4-302)：v1.20ベース

CDV完(2022.10)(FDISスキップ)
IS化見込み(2023.2)

・電気自動車充放電器/充電器
：v1.30ベース（2023年 提案予定）

③その他
IEC63380-1 （CD審議中）
・EV充放電器とEMS間の通信インタフェースに関する
ユースケース規定においてECHONET Liteに関わる
ユースケースを追加提案 3



規格書の改定も順次進めております。

① ECHONET Lite 規格書、 ECHONET Lite システム設計指針
• 相互接続性向上の観点で、プラグフェストのフィードバックや関連工業会との
連携などを通じて、各規格書及び仕様書のメンテナンスを継続しています。

ECHONET Lite規格書Ver1.14 および、
ECHONET Liteシステム設計指針第3版 を発行（2022年9月）

② Appendix 機器オブジェクト詳細規定
（現在、分散電源や次世代スマートメータ対応のリリースが目白押しの状況です。）
• 電気計量制度の合理化に対応する「分散型電源電力量メータクラス」の仕様策定
機器オブジェクト詳細仕様 Release Q.rev1を公開(22年10月)

• 次世代スマートメータ関連の仕様案を整理でき次第、会員レビュー実施予定
機器オブジェクト詳細仕様 Release R：2023年春公開予定

• 「分散型電源電力量メータ AIF仕様書 Ver.1.00」を策定完了し公開（22年11月）
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ぜひ皆様もエコーネット会員になって、規格提案や改定活動にご参加ください。



神奈川工科大学HEMS認証支援センターとの連携
⚫ECHONET Lite対応機器と相互接続検証が可能
⚫AIF認証取得スマートメータとの相互接続試験環境を整備
（全電力会社のスマートメータ導入を推進中）

⚫HEMS開発支援キット（SDK）の開発・提供

参考 http://sh-center.org/

相互接続性を改善するプラグフェストを行っています。
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⚫ 相互接続試験
対戦表に基づいた各社機器
との１対１の接続試験

⚫ AIF認証試験ツールとの模擬試験
最新のAIF認証試験ツールとの
接続試験

⚫ フリー接続
HEMS認証支援センター保有の多様なメーカーの多様な
機器と自由に接続試験を実施

相互接続性をチェックし改善するための、会員限定の試験です。



ECHONET Lite
WebAPIサーバ

統一インタフェース提供

ECHONET Lite

Web APIs

ECHONET Lite
WebAPIクライアント

統一インタフェース提供

ECHONET Lite

ECHONET Lite AIF

アプリ

ローカル
アプリ

ローカル
アプリ

アプリ

“会員ID（メーカコード）”の導入と、Web APIの公開指針について

ECHONET Lite Web APIの普及を見据え、従来機器メーカー
への付与を想定した“メーカーコード”を、サービス事業者等も
含めた利用を想定し“会員ID/メーカコード”に改めます。

コンソの審査によって発行される会員企業向けのID/コード

会員ID メーカーコード
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ECHONET Lite Web APIを利用していると
述べていただくための

指針の公開を検討中

ECHONET Lite Web API を、皆様のビジネスにぜひご活用ください。



個人資格ECHONET IoT マスター制度が始まりました。

① ECHONET 2.0技術セミナースキームの本運用開始（2022/10~）
② 教育、資格制度に関する「家電製品協会 認定センター」と連携します。
③ ECHONET IoT MASTER コミュニティサイトにおいて活性化を進めています。

① 「ECHONET Lite WebAPI実験クラウド」の利用
② 商標の使用
③ ワーキンググループ（WG）への参加
④ ECHONETフォーラムへの参加
⑤ ニューズレターの受信
⑥ コミュニティサイト、“Qiita Organization”加入
⑦ その他エコーネットコンソーシアムが認めた活動 https://qiita.com/organizations/echonet

●ECHONET IoT MASTERは、こんなにメリットがあります。

● ECHONET IoT MASTER （個人に与えられる資格です。）
皆様、ぜひ資格獲得にチャレンジしてみてください。

７

ECHONET Lite Web APIを学び、資格を取得する事ができます。



新たな戦略に向け、組織体制も拡充。

理事会 評議会

企画運営委員会

ECHONET Lite AIF
認証構築WG

規格・認証
WG

国際標準化
WG

知財・法務
WG

技術委員会

システム
アーキテクチャ
（SA）WG

スマートEMS
（SEMS）
検討WG

相互接続
WG

普及委員会

海外推進
WG

広報
WG

WebAPI
検討WG

監事

総会

事務局 ECHONET2.0実現に向けた課題検討WG

データ連携検討WG

ECHONET2.0
技術セミナー検討WG

サービス連携
検討会

JEITA スマートホーム部会
との共同WG（新設）
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他団体との連携を
技術と普及の観点から推進

Web上のAPI技術仕様
（ガイドライン）の策定

ECHONET IoT マスター
などの資格制度や教育の推進

ECHONET2.0の戦略を検討

ECHONET2.0関連で
近年新たに新設したWG

2022年度 組織体制



さまざまな展示会に積極的に出展しています。

Energy Taiwan 台湾

９

ESS EXPOEnlit AsiaEnlit Europe タイ 韓国ドイツ

海
外

国
内

CEATEC

JEITAスマートホーム部会と共催
デジタル田園都市とスマートホームの連携

ENEX

神奈川工科大学と共催・会員企業参加型の協創展示



リーフレット・パンフレット・ホームページ

分かりやすいホームページを準備しています。最新の情報を、皆様ぜひご活用ください。

ホームページが見やすくなっています。
また、最新の規格や資料をダウンロードしたり、各種活動やご講演の視聴なども、
できますので、皆様のあらゆる場面でご活用ください。

リーフレットや
パンフレットの
最新版を
ご活用ください。
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YouTubeでのエコーネット紹介

ECHONETに詳しくない方に
エコーネットコンソーシアムやECHONET Liteを紹介 先生方の講演など、多くのコンテンツを視聴できます。

https://echonet.jp/video_advisory_fellows/https://echonet.jp/video_about_echonet-consortium/ 11

沢山のコンテンツをHPから視聴できます。学習用から最新情報の取得まで、皆様ぜひご視聴ください。



ECHONET 2.0におけるシステムイメージ
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Web空間においても、皆様が協創できる環境を作っていきます。



エネルギー
マネージメント
サービス

介護
ヘルスケアサービス

社会インフラ
公共サービス

system of systems

最適化された
他のサイロ

ユーザーの様々な要求でIoTシステムは他のサービスと統合され、ホームネットワークサービスはSystem-of-Systemsの形態で
進化します。また標準規格の存在によって多くのサービスがエコシステムになり、標準データの流通で、市場が高い価値を生みます。

ホームエネルギー
マネージメント

生活利便性
の向上

見守り
ホームセキュリティ

他の最適化されたサービスのサイロとの、連携を加速する必要があります。

ホームネットワーク環境

機器の
メンテナンス

健康管理
食材管理

レンタル
シェアリング
Eコマース

最適な
空調・換気・空清

電力系統・地域・市町村

施設・派遣・病院・ジム

市町村・交通・公共システム
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異なる領域のサービスであっても、あらゆる観点で連携が進んでいきます。

さまざまな
スマートホームサービス エネルギーの観点

健康の観点

公共性の観点



標準規格間の連携が進みます。

ECHONET

規格

PCHA

（HL7 FHIR）

規格

CHAdeMO

規格

医療健康機器のContinuaデータ、
Weｂで医療情報データ連携を行う
HL7 FHIRなどを扱う、健康医療系の
標準規格。患者のID等も規定し、
病院の電子カルテ等でも使われている。

医療健康分野で最適な
情報の仕組みを持つ

電気自動車関連業界で
最適化された共通の規格

家電住設機器を共通の言葉で定
義したホームネットワーク規格

家電住設機器の固有のふるまい定義を
含む認証制度を持ち、各メーカ間で共通化
できるデータやの定義や、宅内だけでなく
クラウド間のWebAPIなどを定め、国内で
広く使われている規格

電気自動車と充放電の間を、各
メーカの共通仕様として定めた規格。
CHAdeMO3.0では、日中統一の
規格として発表された。

それぞれの規格は、長年にわたる共通仕様に対する合意形成や、最適化努力の結果、関連企業や業界で使いやすい
ようブラシュアップされてきた。⇒規格間にはサイロ境界が存在するが、ここを突破し連携する事で新たな価値を生む

医療・健康
関連施設
やメーカなど

住設・家電
機器メーカ
電力・通信
住宅メーカ

自動車メーカ
EV充電器
メーカなど
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連携定義 連携定義

ECHONETは異なる規格と連携し、さまざまなサービスの広がりに対応していきます。



ECHONET2.0の目指す形（その１）

⚫ ・2021年10月22日に第６次エネルギー基本計画が閣議決定され、今後はカーボンニュー
トラル達成に向け、エネルギーマネージメントにかかわる標準化の着実な成果が求められる。
エコーネットコンソーシアムでは、長期目標であるHEMSの全世帯普及を堅持しながら、エネ
ルギーマネージメントの世帯普及率向上に努めていく。

⚫ そのため、2021年度も継続して、各種イベント展示会などで本方向性をアピールするとともに、
次世代スマートメータ制度検討会などで普及に必要な施策についてロビー活動を進めました。

カーボンニュートラルは、発展を続けるデジタ
ル技術を用いた、高度エネルギーマネージメ
ントによってもたらされるもので、現在進めて
いるECHONET2.0による新たな取り組みと
合わせ、2030年に向けた全世帯※１へのエ
ネルギーマネージメント導入を目指します。

※エネルギー基本計画では、2030年にHEMS・スマート
ホームデバイス導入率85%を目標とした。
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カーボンニュートラル実現に貢献します。



機器機器 機器機器

ECHONET LiteECHONET Lite

ルータルータ

コントローラ機能コントローラ機能

機器機器 機器機器

proprietaryproprietary

ルータルータ

サービス連携機能サービス連携機能

サービス事業者1サービス事業者1

ECHONET Lite WebAPIによるサービス対象範囲の拡大

ECHONET Lite実装
機器へのサービス普及

共通WebAPIに
よるサービス拡大 クラウド連携IFクラウド連携IF

ECHONET Lite
Web API

ECHONET Lite
Web API

コントローラ機能コントローラ機能

IoT-IF機能IoT-IF機能

ECHONET Lite
Web API

ECHONET Lite
Web API

サービス事業者2サービス事業者2

・・・エコーネットコンソーシアムの取り組み

その他IoT機器の取り込み

ECHONET2.0の目指す形（その２）

ECHONET Lite実装機器やECHONET Lite Web APIを活用したサービスの普及・拡大により、あらゆるIoT機器を
標準の仕組みでカバー、デジタル社会における秩序ある協創空間を広げていきます。
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あらゆるIoT機器に適用していきます。



・サービス事業者
・プラットフォーム事業者
・SI/設備事業者
・IoT機器事業者

技術仕様SWG

施策検討SWG 技術仕様SWG：
クラウド間連携構造、認証、ECHONET規格との
整合等、Web上の協創空間に必要な技術仕様
の策定、実証、都市OS連携などを検討。

施策検討SWG：
標準仕様の策定に必要となる考え方やポリシーの整
理、普及のために必要な制度設計の他展示会や
説明会などを通じた広報活動を進める。

8団体・機関、2大学、28社、関係省庁参画

JEITAスマートホーム部会と共同の検討会を設立しました。

全体会議

新サービス創造データ連携基盤検討会（サービス連携検討会）

エコーネット
コンソーシアム
普及委員会

JEITA
スマートホーム部会
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両団体の知見を集約し、新たな仕組みづくりを行います。



住まい・行政・産業をつなぎます。

サービス連携検討会が目指す方向

エコーネットコンソーシアム、
JEITAスマートホーム部会
の両団体では、
住まい・行政・産業を暮らし
のデータでつなぎ、住民・行
政・地域産業が共助の関
係を作り、サービスの持続
性の問題や様々な課題解
決を実現するエコシステムの
実現を目指しています。

CEATEC2022（JEITAとの共同展示パネル抜粋）
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CEATEC2022（JEITAとの共同展示パネル抜粋）
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レジリエンスのユースケースイメージ CEATEC2022（JEITAとの共同展示パネル抜粋）
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ECHONET 
Liteを用いた
HEMS

機器が直接
クラウドに
つながるシステム

システムA

システムB

スマメ

エアコンスマメ

エアコン

ECHONET Lite搭載
機器の累計出台数

エアコンのWiFi内蔵機
出荷台数/年

カーボンニュートラルのユースケース CEATEC2022（JEITAとの共同展示パネル抜粋）
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https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene

_shinene/sho_energy/038.html

第38回 総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 省エネルギー小委員会 資料抜粋

今後、家庭にある設備の
DR（デマンドレスポンス）
対応が普及し、クラウドから
の制御による、エネルギーマ
ネージメントが広がっていき
ます。
特に次世代のスマートメー
タにおいても、電力量の計
測に、ECHONET Liteを
使ったBルートの活用が期
待されています。
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https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_

environment/jisedai_bunsan/005.html
経産省 第5回 次世代の分散型電力システムに関する検討会資料抜粋

電力の安定供給や、再エネ
の有効活用のため、家庭の
さまざまな設備（低圧リソー
ス）の活用が求められてい
ます。
ここでの宅内通信システムに
おいては、ECHONET Lite
の採用によって、マルチベン
ダーでの設備活用が期待さ
れています。
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ヘルスケアサービスのユースケース例

健康機器と家電住設機器の両方を使ったIoTサービス
（介護事業者向けアプリの事例）

ヘルスチェック ルームチェック

お知らせ

総合サービス
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※JAIST殿 共同研究成果含む

ECHONET Lite Web APIでヘルスケアの情報も扱います。



32

10

11 1 1

ECHONET Lite 
Web API
などの標準API

標準APIと
独自を
混ぜて使う

標準APIに独自仕様の拡張を行う２
標準APIにmatter規格を追加１
客先要求に合わせる１

利用したいクラウド間APIは

13

5

14

7
20

28

1111
応答速度・遅延量

精度・単位・桁数

項目数・充実度

通信頻度・データ量

データ欠損の有無

データ定義の統一

アーキテクチャ構造以外で重要なポイントは

クラウド間の連携に関する皆様の声
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17

15

9
8

19

13

6 31111111
サービス事業者

プラットフォーマ

通信機器提供

IoT機器提供

SW・システム開発

保守・メンテナンス

コンサルティング

どのような事業をしていますか

システム
インテグレータ

検討会委員＋CEATEC来場者より、非常に多くの意見をいただきました。
（約50名40社アンケート）
①サービスからIoT機器・システム事業者まで、多くの皆様は、ECHONET 

Lite Web APIなどの標準のAPIを使いたいとの意見が大多数。
②独自APIがあっても、標準とまぜて使いたい。
③またデータセットの定義も、しっかり統一してほしい。

多くの皆様が、標準のAPIとその仕組みを必要としています。

2022年度両団体で実施したアンケート



データが流通する協創空間を実現していきます。

スマートメータは
ほぼ全世帯

エアコンは
全世帯に
準じる規模

事例１
ECHONET Lite搭載
機器の累計出台数

事例２
ECHONET Lite over
WiFi内蔵
出荷台数/年

スマートホームのデータが流通し、
さまざまな価値が、皆様に提供される世界

IoTデータは各社に分散

大半は各メーカクラウドにも接続

現在の状況 目指したい市場イメージ

マルチサービス

協創と秩序

マルチベンダー

つながる機器は増えたが、IoT情報は
まだ社会で活用されていない。
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エッジと協創空間でデータ社会を支えていきます。

エアコン

床暖房

冷蔵庫

ＰＶ

温水器

スマート
メータ

Ｖ２Ｈ

機器管理
サーバ

情報銀行

設備事業者 異業種
サーバ

規格間の連携

ECHONET 1.0で実現しているエッジの世界
・1億台を突破した市場機器実績
・１００機種を超えるデータ群
・AIF認証規格による相互接続性の担保
・ZEH住宅等での多くの導入実績

ECHONET 1.0で実現しているエッジの世界
・1億台を突破した市場機器実績
・１００機種を超えるデータ群
・AIF認証規格による相互接続性の担保
・ZEH住宅等での多くの導入実績

規格間連携

①しっかりとしたエッジの規格が普及
データ活用の幅が広がります。

③その結果多くのIoTサービス
が拡充し、対応するIoT機器
も増えていきます。

標準連携仕様
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デジタル田園都市
サービス事業者

ブローカ
Web API 拡充

秩序あるエッジ領域

秩序ある協創空間
②秩序ある協創空間でWeb世界もオープンに
・ECHONET2.0の全世帯導入を目指します
・協創空間に必要な標準仕様を策定
・他の標準規格と連携し、サービスを拡充
・ECHONET Lite Web API機能を拡充

②秩序ある協創空間でWeb世界もオープンに
・ECHONET2.0の全世帯導入を目指します
・協創空間に必要な標準仕様を策定
・他の標準規格と連携し、サービスを拡充
・ECHONET Lite Web API機能を拡充

サービス連携検討会、データ連携検討WG、Web API検討WG



ご清聴ありがとうございました。

皆様のエコーネットコンソーシアムへの参加お待ちしております。
入会申し込みはこちら

⇒ https://echonet.jp/admission/
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